
な
お
、
金
沢
出
張
所
は
名
古
屋
支
店
に
、
梅

田
。
広
島
両
出
張
所
は
大
阪
支
店
に
、
姫
路
出
張

所
は
神
戸
支
店
に
、
長
崎
出
張
所
は
福
岡
支
店
に

各
六
含
ま
れ
て
い
る
。
昭
和
三
十
二
年
新
設
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
張
所
と
丸
の
内
出
張
所
は
本
店
に

含
ま
れ
て
い
る
。
日
暮
里
・
青
戸
の
両
工
場
は
、

日
暮
里
三
六
名
、
青
戸
一
三
名
の
工
員
を
含
ん
だ
数
字
で
あ
る
。

こ
の
五
年
間
、
大
体
年
間
七
％
の
割
合
で
従
業
員
数
は
増
加
し
た
。

次
に
、
男
女
職
員
数
の
比
率
は
、
男
一
に
対
し
女
○
・
五
強
で
、
平
均
年
齢
は
、
男
子
三
十
歳
、
女
子
一
一
十
五
歳
、
勤
続
年
数
男
子

八
。
九
年
、
女
子
は
五
。
六
年
と
、
女
子
の
勤
続
年
数
が
伸
び
て
い
る
。

先
ず
昭
和
三
十
六
年
一
月
末
の
本
支
店
・
工
場
別
の
職
員
。
工
員
数
を
表
示
し
よ
う
。

第
四
章
社
員
構
成
概
要

社
員
数
の
概
要
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店名

本店’

名古屋支店

大阪支店

求都旦塑１８７

神戸支店’８，
岡山川張所

福岡支店

仙台支店

札幌支店

『
一
一
》
“
Ⅲ

樗里工場｜輿
背戸工場’ユ３

計

合計｜ヨ,692

人貝

848

1３３

１３８

3３

ﾕ０９

’’０２
Ⅱ

９３

ユ６２５



前
述
し
た
よ
う
に
、
年
齢
。
勤
続
。
職
能
に
よ
る
基
本
給
の
体
系
化
が
完
了
し
た
昭
和
三
十
二
年
一
一
一
月
の
定
期
昇
給
期
に
、
従
来
の

給
与
体
系
で
あ
る
基
本
給
、
物
価
手
当
、
恒
産
手
当
を
併
合
し
て
基
本
給
一
本
と
し
た
。

賞
与
に
つ
い
て
は
、
昭
和
一
一
一
十
一
年
七
月
の
支
給
か
ら
、
組
合
か
ら
の
要
望
を
も
考
慮
し
て
、
こ
れ
を
七
月
。
十
二
月
の
年
一
一
回
の

初
任
給
の
推
移

二
諸
給
与
の
改
善

1４５４

㈲
初
任
給
の
推
移

昭
和
三
十
一
年
以
後
に
お
い
て
、
既
述
の
よ
う
に
経
済
は
伸
張
の
一
路
を
辿
り
、
従
っ
て
物
価
も
安
定
せ
ず
、
国
民
の
生
活
費
は
つ

ね
に
上
昇
、
当
社
も
、
こ
れ
ら
の
事
実
に
鑑
み
て
、
毎
年
初
任
給
を
更
改
し
つ
づ
け
た
。

左
に
、
学
歴
別
初
任
給
を
掲
げ
る
。

単
位
円
（
）
内
女
子

昭
和
三
十
五
年

○
○
○

○
○
、
○
○
○
）

三
○
○
○

昭
和
三
十
四
年

八○
○○
○○
Ｌ_ノ

、
１
Ｎ
」

〆
Ｆ
ノ

○
○
）

一
一
一

、
五
○
○

昭
和
一
一
・
十
三
年

グー、

七一Lゴ
・
八
○
○

、
四
五
○
）

九
、
気
○
○

■
』

、
○
○
○

昭
和
三
１
－
‐
一
与
年

七
、
八
○
○

（
七
、
四
五
○
）

ロ
】
一

糸
一
Ｊ
〆

、
二
○
○

竜
○
○
○

○
、
○
○
○
）

昭
和
三
十
一
年

函

六
、
喧
雫
五
○

七
、
五
○
○

一
○
、
四
五
○

剤

甚／
ノ署
ノーゴ宮

｢歴

中
学
校
卒
業
者

高
等
学
校
卒
業
者

短
期
大
学
卒
業
者

大
学
卒
業
者



日
よ
り
退
職
慰
労
金
の
算
定
基
準
を
退
職
時
の
基
本
給
と
し
て
支
給
率
を
勤
続
年
数
に
基
い
て
次
の
よ
う
に

定
め
た
。

定
め
た
。

支
給
に
し
て
、
従
来
の

㈲
退
職
金
の
改
定

左
表
の
よ
う
に
、
入
社
後
満
八
年
ま
で
は
支
給
率
を
や
や
低
く
、
九
年
以
上
一
一
十
五
年
ま
で
は
一
年
に
つ
き
一
カ
月
分
ず
つ
加
算
し
、

一
一
十
六
年
か
ら
三
十
五
年
ま
で
は
支
給
率
も
最
も
高
く
各
一
年
に
つ
き
一
・
五
カ
月
分
に
あ
た
り
、
そ
の
後
は
支
給
の
倍
率
は
○
・
六
に

㈲
退
職
金
の
改
定

昭
和
三
十
二
年
七
月
一

更
に
従
業
員
組
合
と
の
間
に
、
昭
和
三
十
三
年
七
月
一
日
「
退
職
慰
労
金
規
定
」
を
締
結
し
、
職
員
の
退
職
金
支
給
率
を
次
の
如
く

従
来
の
臨
時
手
当
を
廃
止
し
た
。

1４５５

7.5

留
め
た
。

勤統
年数

2２

2３

２’’１４.’
↑

２５孔5.0

2６

2７

281週‘‐
2９

3０

3１２２．５

3２

3３

3４

3５

3６

3７

3８

3９

4０１３０．０

以上｜同率

'’2』
'’３２

16.2

1７．４

１１，ｓ
21.0

２４．０

２５．５

２７．０

28.5

２８．８

２９．１

２９．４

２９．７

勤続
年数

３０．９

１１．２

7１
８１

，’
'0１
１’
１２

,３１

１４

1５

1６

1７８．２５

１８９．０

１９‘９．７５

2０

２２

支給率

'’０．３

０．６

１．２

1.95

２．４

２．８５

３．３

3.75

4.35

4.95

5.55

6.ﾕ５

6.75

1

10.5

1コ.４



2１１１６．０
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勤続
年数

2２

2３

2４

2５

2６

2７

2８

2９１２６．０
Ⅱ

３０
Ⅱ

3１

3２

3３

3４

3５

3６

3７

3８

3９

4０

以上

支給率

l”０
1８．０

ｴ9.0

２０．０

２１．５

２３．０

２４．５

Ⅱ

２７．５
Ⅱ

２９．０

30.5

3２．０

3３．５

35.0

3５．６

36.2

36.8

3７．４

3８．０

同率

勤続
年数

２１Ｑ６

ｓ１Ｌｏ

６

]０

1ユ

ﾕ２

1３

ﾕ４

1５

１６

1８

ﾕ９

２０

支給率

０．３

1.5

2.0

句

3.0

３．５

４．０

５．０

６．０

7.0

８．０

９．０

１０．０

ﾕ１．０

ﾕ２．０

ﾕ３．０

1４．０

1５．０




